
現代モンゴルにおける都市＝草原関係
の変容とウェルビーイング
概要

 モンゴル国では、20世紀の半ば以降、⼈
⼝の増加、⼯業化と都市への定住化が急速
に進展し、現在では、全⼈⼝のおよそ半数
（約163万⼈）が、⾸都ウランバートルに
暮らしている。本ワークショップでは、現
代モンゴルにおける⼈⼝動態（⼈⼝増加、
都市部への⼈⼝集中および草原部の過疎
化）が、草原（khodoo）と都市（khot）
に暮らす⼈びとのウェルビーイング（⽣活
の安定や幸福）に及ぼした影響について、
地⽅から都市への移住、都市⽣活と草原の
つながり、都市近郊の酪農⽣産、地⽅の新
型コロナウイルス感染症への対応とポスト
コロナの状況という4つの視⾓から検討を
⾏い、都市と草原の双⽅において、幸福実
現に向けた課題と可能性を明らかにする。
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ワークショップ

プログラム

第１部 基調講演（13:40〜14:20）

第２部 個別報告（14:20〜15:40）

コメント1   寺尾萌 ⿅児島⼤学
コメント2    森永由紀 明治⼤学

まとめ・総合討論 尾崎孝宏 ⿅児島⼤学

第3部 総合討論（15:50〜16:30）
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